
「競争
きょうそう

しようぜ」あいつは言
い

った---こうして全
すべ

てが始
はじ

まったのだ。 

僕
ぼく

はどうもこいつのことが我慢
がまん

ならなかった。 

あいつは熊
くま

みたいに力
ちから

が強
つよ

くて、太
ふと

ももにはかなり筋肉
きんにく

が付
つ

いていて、もう髭
ひげ

なんか生
は

やしていて…手強
てごわ

い相手
あいて

であるのは間違
まちが

いなかった。でも僕
ぼく

はまた逃
に

げ出
だ

すわけにはいかなかったのだ。すでに何度
なんど

も、怖
お

じ気
き

付
つ

いて逃
に

げ出
だ

したこ

とがあったから。僕
ぼく

のサラダの上
うえ

にミミズをばら撒
ま

かれた時
とき

も。可愛
かわい

いもえち

ゃんの口
くち

にあいつの湿
しめ

った 唇
くちびる

を押
お

し付
つ

けやがった時
とき

も。あの日
ひ

は、僕
ぼく

はもえ

ちゃんを慰
なぐさ

めることしか出来
で き

なかった。でも今回
こんかい

はそんなんじゃ済
す

まないぞ。 

髪
かみ

がべったり額
ひたい

に張
は

り付
つ

いて、あいつは僕
ぼく

を侮辱
ぶじょく

し、嫌味
いやみ

ったらしく笑
わら

った。

「競争
きょうそう

しようぜ」あいつはそう言
い

って、臭
くさ

い息
いき

を吹
ふ

きかけた。僕
ぼく

が 1センチも

退
ひ

かなかったので、僕
ぼく

たちはほとんどくっ付
つ

くようにして向
む

かい合
あ

っていた。 

「やってやろうじゃないか」僕
ぼく

は低
ひく

い声
こえ

で答
こた

えた。「競争
きょうそう

しようぜ」 

 

僕
ぼく

たちが競争
きょうそう

するらしいというニュースは、まさに学校中
がっこうじゅう

の噂
うわさ

となり、大
おお

き

な騒
さわぎ

ぎとなった。スタートラインにたどり着
つ

くのに、人混
ひとご

みを掻
か

き分
わ

けなけれ

ばならないほどだった。何人
なんにん

かは僕
ぼく

たちと並走
へいそう

するために、自転車
じてんしゃ

を持
も

って来
き

て

いた。他
ほか

のクラスのやつはカメラを持
も

って来
き

ていて、りんちゃんのレモネード

Alexander Riehr
こいつ: Dieser Typ (w)
我慢ならない: nicht aushalten können, mit jmd. nicht klar kommen können

Alexander Riehr
競争: Das Rennen
こうして: Auf diese Art, so (w)
ぜ: wird von Kindern und Jugendlichen verwendet, die "cool" und "hart" klingen wollen

Alexander Riehr
くま: Bär
太もも: Oberschenkel
かなり: ziemlich (w)
つよい: stark (w)
ちから: Kraft, Energie (w)
ひげ: Bart (w)

Alexander Riehr
筋肉: Muskeln
付く:  hier: angesetzt haben

Alexander Riehr
生やす: wachsen lassen
手強い: nicht einfach, zäh
あいて: Gegner, Gegenspieler
まちがいない: zweifellos, sicherlich (w)

Alexander Riehr
にげだす: weglaufen, fliehen
怖じ気付く: kalte Füße bekommen, die Nerven verlieren
すでに: schon, bereits (w)
なんども: oft, zum x-ten Male

Alexander Riehr
サラダ: Salat (w)
ミミず: Regenwurm
ばらまく: streuen

Alexander Riehr
退りぞく: zurückweichen, zurücktreten
ほとんど: fast (w)
くっ付く: an etw. kleben, haften
むかいあう: sich gegenüber stehen


Alexander Riehr
やろう: drückt Entschlossenheit aus, kommt von やる
低い: niedrig, hier: tief, dunkel (w)
こえ: Stimme (w)
こたえる: antworten (w)

Alexander Riehr
騒ぎ: Tumult, Krawall (w)
たどり着く: etw. mit Mühen erreichen, zu etwas mit Mühen gelangen
人混み: Die Menschenmenge, das Gedränge (w)

Alexander Riehr
 掻き分ける:  sich durch die Menge schieben
なんにん: ein paar Leute
並走する: auf gleicher Höhe rennen, hier: mitfahren
ほど: das Ausmaß, der Grad (w)
ために: um... zu erreichen, um.. zu tun (w)

Alexander Riehr
やつ: Typ, Kerl (w)

Alexander Riehr
しめった: feucht sein (w)
くちびる: Lippen (w)
おしつける: pressen, (auf)drücken
vgl.: おす: drücken (w)
やがる: (drückt Hass oder Verachtung für eine Handlung aus)


Alexander Riehr
なぐさめる: trösten
しか: nichts außer, nur (w)
すまない: unentschuldbar
こんかい: dieses Mal (w)

Alexander Riehr
かみ: Haare (w)
べったり: fettig
ひたい: Stirn (w)
はりつく: kleben, an etw. haften
ぶじょくする: beleidigen
いやみったらしく: hämisch
わらう: lachen, grinsen (w)


Alexander Riehr
くさい: stinkend (w)
いき: Atem (w)
ふきかける: hauchen
センチ: Zentimeter (w)

Alexander Riehr
...らしい: es scheint als (w)
という: spezifiert das Nachfolgende mit dem Vorausgehenden (w)
まさに: genau, eben, gerade, hier: wirklich (w)
ニュース: "news" Nachricht
うわさ: Gerücht (w)
うわさとなり: kommt von うわさになる, ein Gerücht werden

Alexander Riehr




スタンドは大盛況
だいせいきょう

だった。 

スタートまであと数分
すうふん

。その時
とき

たみちゃんがこっちへ来
き

て、耳元
みみもと

で囁
ささや

いた。 

「勝
か

てるわ。」たみちゃんは優
やさ

しくそう言
い

った。 

「信
しんじ

じてるから！」 

「どうだか。」僕
ぼく

は答
こた

えた。 

「でもそう言
い

ってくれて嬉
うれ

しいよ。もう膝
ひざ

が震
ふる

えちゃってさ。」 

「そんなのちょっと走
はし

ったら大丈夫
だいじょうぶ

よ。私
わたし

のために走
はし

って。ね？」 

たみちゃんは僕
ぼく

の頬
ほほ

に優
やさ

しくキスをすると、ウインクをした。 

「やっぱりすごいなぁって、感動
かんどう

させてくれるんでしょうね？」 

僕
ぼく

は顔
かお

を赤
あか

らめて頷
うなず

いた。 

「あいつに勝
か

ったら、それはもう感動
かんどう

しちゃうわ。」 

「頑張
がんば

ります！」はにかみながら、僕
ぼく

は約束
やくそく

した。 

たみちゃんは僕
ぼく

の肩
かた

を軽
かる

く叩
たた

くと、言
い

った。 

「じゃ、ゴールで会
あ

おうね！」 

 

ゴールか…そこまで辿
たど

り着
つ

ければ良
い

いけど！でもゴールまでは過酷
かこく

な道
みち

のりだ。 

コースは学校
がっこう

の駐 車 場
ちゅうしゃじょう

から始
はじ

まって、うねうねと曲
ま

がりくねり、閑静
かんせい

な美術館
びじゅつかん

Alexander Riehr
レモネードスタンド: Limonaden Stand
大盛況: Hochbetrieb; hier: sehr profitabele Angelegenheit, bringt viel Geld

Alexander Riehr
スタート: Der Start (w)
すうふん: ein paar Minuten (w)
耳元: ins Ohr (flüstern)
ささやく: flüstern

Alexander Riehr
かつ; gewinnen, hier: schaffen (w)

Alexander Riehr
うれしい: glücklich (w)
ひざ: Knie (w)
ふるえる: schlottern

Alexander Riehr
ほほ: Backe (w)
ウインクする: zwinkern (w)

Alexander Riehr
やっぱり: wie bereits gedacht
かんどうさせる: jmd. begeistern, beeindrucken (w)

Alexander Riehr
かお: Gesicht (w)
うなずく: nicken (w)
あからめる: erröten (nur für Gesicht)
vgl.: 赤い: rot (w)

Alexander Riehr
がんばる: sein Bestes geben (w)
はにかむ: schüchtern sein
やくそくする: versprechen (w)

Alexander Riehr
かた: Schulter (w)
かるく: sachte
たたく: klopfen

Alexander Riehr
たどりつく: mit Mühe erreichen
かこくな: kräftezehrend
みち: Weg (w)

Alexander Riehr
コース: Strecke, "course"
ちゅうしゃじょう; Parkplatz (w)
(うねうねと)まがりくねる: sich winden
かんせいな: ruhig (Viertel, Stadt)
びじゅつかん: Museum (w)

Alexander Riehr
しんじる: an etw. glauben (w)

Alexander Riehr
どうだか. "Weiß nicht..." (resignierend)
こたえる: antworten (w)

Alexander Riehr
ゴール: "goal", das Ziel (w)
会う: treffen (w)

Alexander Riehr




地区
ち く

へと続
つづ

き、公園
こうえん

を通
とお

る。公園
こうえん

の道
みち

は細
こまか

く枝
えだ

分
わ

かれし、最終的
さいしゅうてき

にもとの一本
いっぽん

道
みち

に戻
もど

る。そして活気
かっき

ある歩行者天国
ほこうしゃてんごく

に入
はい

ると、急
きゅう

なカーブを右
みぎ

へ曲
ま

がり、丘
おか

をよじ登
のぼ

って、神木
かみぎ

神社
じんじゃ

まで辿
たど

り着
つ

くとゴールだ。そこまで耐
た

えられれば、の話
はなし

だけど！ 

ゴールまで持
も

ちこたえることが出
で

来
き

るかは、なんとも言
い

えなかった。コンディ

ションは悪
わる

くなかったけど、こんな「持
も

てる力
ちから

を全
すべ

て出
だ

し切
き

れ」系
けい

の競争
きょうそう

は

予想外
よそうがい

だったから。 

どっちみち、そんなことで頭
あたま

を悩
なや

ませている時間
じかん

はもはやなかった。観客
かんきゃく

の

歓声
かんせい

が大
おお

きくなって、スピーカーからはドラムのどんどんという低
ひく

い音
おと

が鳴
な

り

響
ひび

いていた。 

僕
ぼく

は、チョークで引
ひ

かれた白
しろ

いラインの上
うえ

に立
た

っていた。横
よこ

には、自信
じしん

に満
み

ち溢
あふ

れたあいつが立
た

ち、前
まえ

には、熱狂
ねっきょう

した生徒
せいと

たちが、アスファルトのコースを縁取
ふちど

っていた。太陽
たいよう

が高
たか

い位置
い ち

から照
て

りつけ、熱
ねっ

せられた歩道
ほどう

の表面
ひょうめん

は、まるで暑
あつ

い砂漠
さばく

で道
みち

に迷
まよ

った人
ひと

が 幻
まぼろし

で見
み

る、オアシスの水面
すいめん

のように、ほのかに揺
ゆ

ら

いで見
み

えた。 

七
しち

月
がつ

の午後
ご ご

の、この運命的
うんめいてき

なレースが始
はじ

まる直前
ちょくぜん

のことは、未
いま

だによく思
おも

い出
だ

せる。まだ 1センチも動
うご

いていないのに、僕
ぼく

はもう額
ひたい

に汗
あせ

をかいていて、背中
せなか

Alexander Riehr
ちく: Viertel (w)
つづく: nachfolgen, hier: führen (w)
こまかく: fein
こうえん: Park (w)
とおる: durchgehen, durchqueren (w)
えたわかれする: sich verästeln
さいしゅうてきに: schließlich


Alexander Riehr
いっぽんみち: ein (ungegabelter) Weg
もどる: zurückkommen (w)
かっき: Energie, Lebendigkeit (Straße, Menschenmenge...)
ほこうしゃてんごく: Fußgängerzone 
きゅうな: scharf (Kurve), plötzlich
カーブ: Kurve (w)
おか: Hügel (w)

Alexander Riehr
よじのぼる: erklimmen
vrgl.: のぼる: aufsteigen, in die Höhe gehen (w)
ゴール: Ziel, "goal"
じんじゃ: Schrein (w)
たえる: überstehen
...の話: nur wenn...

Alexander Riehr
もちこたえる: durchhalten
"なんともいえない": Ich kann es wirklich nicht sagen, ich habe keine Ahnung
コンディション: "condition", Kondition (w)

Alexander Riehr
ちから: Kraft, Energie
すべて: alles (w)
だしきる: aufbrauchen
けいの: Die Art von...

Alexander Riehr
よそうがい: unvorhergesehen, unerwartet

Alexander Riehr
どっちみち: in jedem Fall (w)
あたまをなやませる: sich den Kopf zerbrechen
かんきゃく: die (Menschen)Masse, das Publikum

Alexander Riehr
かんせい: das Geschrei,der Jubel
スピーカー: "speaker", Lautsprecher
どんどん: Geräusch von Trommeln
おと: Geräusch, Ton (w)

Alexander Riehr
なりひびく: dröhnen

Alexander Riehr
チョーク: "chalk", Kreide
ひく: ziehen (w)
ライン: "line", Linie
横に: nebenan, hier: neben mir (w)
じしん: Selbstbewusstsein (w)


Alexander Riehr
みちあふれる: vor etwas strotzen
ねっきょうした: anfeuernd
せいと: Schüler (w)
アスファルト: Asphalt
ふちどる: etwas säumen

Alexander Riehr
たいよう: die Sonne (w)
いち: Lage, Position (w)
てりつける: auf etw. herabscheinen
ねっせられた: aufgeheizt
ほどう: Straßenbelag
ひょうめん: Oberfläche (w)
まるで: es scheint als ob... (w)

Alexander Riehr
さばく: Wüste
まよう: vom Weg abkommen (w)
まぼろし: Phantom, Illusion
オアシス: Oase 
すいめん: Wasseroberfläche
ほのか: schwach, undeutlich

Alexander Riehr
ゆらぐ: schwanken, schwingen

Alexander Riehr
ごご: der Mittag (w)
うんめいてきな: schicksalshaft
レース: "race", Rennen
ちょくぜん: direkt davor (w)
いまだに: immer noch, bis zum heutigen Tag
おもいだす: sich an etw. erinnern (w)


Alexander Riehr
うごく: bewegen (w)
のに: jedoch (w)
ひたい: Stirn
あせ: Schweiß (w)
あせをかく: schwitzen (w)
せなか: Rücken (w)

Alexander Riehr




には湿
しめ

ったシャツが貼
は

り付
つ

いていた。 

「こんなにくそ暑
あつ

くなかったらなぁ…。」違
ちが

うクラスの背
せ

の低
ひく

い女子
じょし

がおもちゃ

のピストルを高
たか

く揚
あ

げた時
とき

、僕
ぼく

はそんなことを思
おも

っていた。ピストルが太陽
たいよう

に煌
きら

めいた。 

そこから何
なに

が起
お

こったのかは、もう覚
おぼ

えていない。 

ただ熱狂
ねっきょう

した観客
かんきゃく

の歓声
かんせい

ばかりが、鼓動
こどう

のように響
ひび

いていて、僕
ぼく

は全
まった

く何
なに

も

考
かんが

えずに、気
き

づけば走
はし

り出
だ

していた。まるで悪魔
あくま

が後
うし

ろから追
お

っかけて来
き

てい

るかのように。 

最初
さいしょ

の区間
くか ん

は、僕
ぼく

があいつよりもずっと優勢
ゆうせい

だった。ゆうに数秒
すうびょう

も僕
ぼく

の方
ほう

が早
はや

く、大
おお

きく水
みず

をあけることが出
で

来
き

たと思
おも

った。 

だけど、その喜
よろこ

びは長
なが

くは続
つづ

かなかった。僕
ぼく

がずっと先
さき

を走
はし

っているのを見
み

て、

あいつは怒
いか

り狂
くる

い、真
ま

っ赤
か

な顔
かお

をして速度
そくど

を上
あ

げたのだ。そしてついに、僕
ぼく

は抜
ぬ

かされてしまった。 

僕
ぼく

たちは今
いま

や、美術館
びじゅつかん

の近
ちか

くの小
ちい

さな住宅街
じゅうたくがい

を走
はし

っていた。住人
じゅうにん

が前
まえ

庭
にわ

で花壇
かだん

を手入
て い

れしているような、綺麗
きれい

な住宅街
じゅうたくがい

だった。 

僕
ぼく

は歩行者
ほこうしゃ

を避
さ

けるために、車道
しゃどう

の真
ま

ん中
なか

へ飛
と

び出
だ

したものの、トラックが轟音
ごうおん

を立
た

てて僕
ぼく

の方
ほう

へ爆走
ばくそう

して来
き

たので、再
ふたた

び急
いそ

いで歩道
ほどう

へ戻
もど

った。僕
ぼく

は若
わか

い女
おんな

の

人
ひと

を突
つ

き飛
と

ばしてしまい、すみません！すみません！と謝
あやま

っていると、次
つぎ

の

Alexander Riehr
しめった: feucht sein (w)
シャツ: "Shirt" (w)
はりつく: an etw. haften, kleben

Alexander Riehr
くそ: verdammt, scheiß-...
暑い: heiß (Lufttemperatur) (w)
ちがう: anders sein, sich von etw. unterscheiden
クラス: Klasse
せのひくい: klein (Körpergröße) (w)
おもちゃ: Spielzeug

Alexander Riehr
ピストル: Pistole 
たかくあげる: hoch heben, in die Höhe strecken
きらめく: glänzen
おもう: denken (w)

Alexander Riehr
そこから: von dort an, von jenem Moment an (w)
おこる: passieren, von statten gehen (w)
おぼえる: sich erinnern (w)

Alexander Riehr
かんがえず: "ず" Form von "かんがえす": ohne..zu denken
きづく: sich bewusst werden über, bemerken, erkennen
きづけば: bevor ich... recht begriff
あくま: Teufel (w)
おっかける: verfolgen, jagen
まるで: als ob, es scheint als...

Alexander Riehr
ねっきょうした: anfeuernd
かんきゃく: Publikum, (Menschen)Masse
かんせい: die Schreie
こどう: pulsierend
ひびく: hallen (z.B. Echo)

Alexander Riehr
さいしょ: Anfang
くかん: Teil (einer Strecke)
ゆうせい: überlegen, besser
ゆう: gut und gern
すうびょう: mehrere Sekunden

Alexander Riehr
よろこび: Freude, Genuss
よろこぶ: erfreut sein (w)
ずっとさき: weit vorraus
つづく: dauern

Alexander Riehr
いかりくるい: in fast verrückter Wut
いかり: Zorn 
まっかな: hochrot
そくど: Geschwindigkeit (w)
ついに: schließlich (w)
ぬかす: überholen

Alexander Riehr
じゅうたくがい: Wohnviertel (w)
じゅうにん: Anwohner, Bewohner (w)
まえにわ: Vorgarten
にわ: Garten (w)
かだん: Blumenbeet

Alexander Riehr
ていれする: in Stand halten, pflegen
きれい: schön (w)

Alexander Riehr
ほこうしゃ: Fußgänger (w)
さける: meiden
しゃどう: Straße (für Autos) (w)
とびだす: hier: achtlos auf die Straße wechseln
ものの: aber, obwohl
ごうおん: donnerndes Geräusch

Alexander Riehr
音を立てる: ein Geräusch machen
ばくそうする: laut und hochfrequent rattern
ふたたび: erneut, wieder
いそいで: hastig, fluchtartig (w)
ほどう: Spazierweg, Gehweg (w)
もどる: zurückkehren, zurückgehen (w)

Alexander Riehr
つきとばす: wegstoßen, hier: anrempeln
しまい: kommt from "しまう" und drückt aus, dass der Vorgang unabsichtlich und häufig auch mit Bedauern stattfand (w)
あやまる: sich entschuldigen (w)

Alexander Riehr
かのように: wird verwendet, um Vergleich anzustellen (w)

Alexander Riehr
"みずをあける": Fähigkeiten sind kaum vergleichbar, der Unterschied ist groß 



瞬間
しゅんかん

、道
みち

のタイルがひとつ飛
と

び出
だ

たところに躓
つまず

いてしまって、危
あや

うくバラン

スを失
うしな

うところだった。 

遠
とお

くの方
ほう

に、小
ちい

さな子
こ

が道
みち

に座
すわ

って、レゴで楽
たの

しそうに遊
あそ

んでいるのが目
め

に入
はい

っ

た。その子
こ

はまさに戦争
せんそう

ごっこの最中
さいちゅう

で、道
みち

いっぱいにおもちゃの兵士
へいし

が並
なら

ん

でいた。 

「あいつ、あの子
こ

のところにそのまま突
つ

っ込
こ

んでいくぞ。」ライバルがそっちの

方
ほう

向
こう

にダッシュするのが見
み

えて、僕
ぼく

は思
おも

った。「おーい！気
き

をつけろ！そこ、な

んか転
ころ

がってんぞ！車道
しゃどう

…」僕
ぼく

は最後
さいご

まで言
い

い切
き

ることが出
で

来
き

なかった。とい

うのも、やつはすでに兵隊
へいたい

の列
れつ

に突
つ

っ込
こ

んだ後
あと

で、レゴの兵士
へいし

があらゆる方
ほう

向
こう

に

飛
と

び散
ち

っていた。さらにブロックが頭
あたま

にも直撃
ちょくげき

し、その子
こ

は大
おお

きな声
こえ

で泣
な

き出
だ

した。「あいつ最低
さいてい

だな！」頭
あたま

に血
ち

が上
のぼ

り、さらなる怒
いか

りが湧
わ

いた。 

ほどなくして、僕
ぼく

たちは緑
みどり

がいっぱいの公園
こうえん

を曲
ま

がった。公園
こうえん

では人
ひと

々
びと

はベン

チに座
すわ

って読書
どくしょ

を楽
たの

しんでいた。 

僕
ぼく

は一旦
いったん

立
た

ち止
どま

まった。ここからコースが枝
えだ

分
わ

かれするのだ。僕
ぼく

は途
と

方
ほう

に暮
く

れ

て、細
こまか

かく別
わか

れていく道
みち

と、さらさらと流
なが

れる水路
すいろ

に目
め

をぱちくりさせた。 

これは難所
なんしょ

だぞ！もしここで迷
まよ

えば、間
ま

違
ちが

いなくレースに負
ま

けてしまう。 

僕
ぼく

の作戦
さくせん

は、障害物
しょうがいぶつ

も避
さ

けずにそのまま真
ま

っ直
す

ぐ突
つ

き進
すす

む、というものだった。

Alexander Riehr
しゅんかん: Moment, Augenblick (w)
タイル: "tile", Fließe; hier: Pflasterstein
とびだす: hier: hervorstehen
つまずく: stolpern
あやうい: gefährlich, riskant


Alexander Riehr
バランス: Balance
うしなう: etw. verlieren (w)

Alexander Riehr
とおい: fern (w)
ほう: Richtung (w)
レゴ: Lego
すわる: sitzen (w)
めにはいる: etwas erblicken, erspähen

Alexander Riehr
せんそう: der Krieg (w)
...ごっこ: spielen als ob...
さいちゅう: in der Mitte von (w)
おもちゃ: Spielzeug
へいし: Soldat
ならぶ: sich aufstellen, aufreihen (w)

Alexander Riehr
つっこむ: hineinstoßen, hier: hineinrennen, darauf zu rennen
ライバル: "rival", Gegenspieler

Alexander Riehr
ほうこう: Richtung (w)
ダッシュする: "to dash", sausen, rasen
おーい: Ausruf wie "Hey!"
きをつける: aufpassen, Acht geben (w)

Alexander Riehr
ころがる: rollen, hier: liegen
しゃどう: die Straße (für Autos)
いいきる: den Satz vollenden
さいご: das Ende (w)

Alexander Riehr
というのも: denn, nämlich
へいたい: Soldat
れつ: Reihe
つっこむ: hier: durchstoßen
あらゆる: alles, jedes, alles Mögliche

Alexander Riehr
とびちる: durch die Gegend fliegen, überall herum fliegen
さらに: außerdem, dazu (w)
ブロック: Block, Klotz, hier: Legostein
あたま: Kopf (w)
ちょくげき: Volltreffer
なく: weinen (w)

Alexander Riehr
さいてい: Das Letzte, der Bastard (w)
ち: das Blut (w)
のぼる: aufsteigen (w)
さらなる: sogar noch mehr
いかり: Zorn
わく: aufwallen

Alexander Riehr
ほどなくして: kurz darauf, wenig später
まがる: hier: einbiegen (w)

Alexander Riehr
ベンチ: "bench", Bank (zum Sitzen) (w)
どくしょ: Lesen (Bücher, Literatur) (w)

Alexander Riehr
いったん: für den kurzen Augenblick
たちどまる: laufen und dann anhalten (w)
えだわかれする: sich gabeln
とほうにくれる: unschlüssig werden, nicht mehr wissen, was zu tun

Alexander Riehr


Alexander Riehr


Alexander Riehr
こまかく: fein
わかれる: sich teilen (w)
さらさら: plätschern
ながれる: fließen (w)
すいろ: Wasserlauf
"めをぱちくりさせる" überrascht mit den Augenliedern klimpern, zwinkern

Alexander Riehr
なんしょ: schwieriger, problematischer Ort
もし: falls (w)
まよう: vom Weg abkommen, sich verlaufen (w)
レース: "race", Rennen (w)
まける: verlieren (w)

Alexander Riehr
さくせん: Taktik, Strategie
しょうがいぶつ: Hindernis
さける: ausweichen (ず-Form: ohne auszuweichen) (w)
そのまま: ohne Veränderung, gleichbleibend (w)
つきすすむ: hier: vorwärts preschen


Alexander Riehr




小
ちい

さな橋
はし

を探
さが

している時間
じかん

などなかった。橋
はし

があれば、足
あし

も濡
ぬ

らすことなく、

水路
すいろ

を渡
わた

りきれたのだが。代
か

わりに僕
ぼく

は勇
ゆう

気
き

を奮
ふる

い立
た

たせ、ダッシュすると反動
はんどう

をつけ、最初
さいしょ

の水路
すい ろ

に向かってジャンプした。成功
せいこう

！ 

水路
すいろ

を飛
と

び越
こ

えられてホッとしていると、寝転
ねころ

んでいる人
ひと

たちが、暴走
ぼうそう

するラ

ンナーを何
なに

事
ごと

かと振
ふ

り返
かえ

って見
み

てきた。刺
さ

すような視線
しせん

をかわように人々
ひとびと

を避
さ

けると、僕
ぼく

は次
つぎ

の障害物
しょうがいぶつ

に備
そな

えて集 中
しゅうちゅう

した。 

次
つぎ

の水路
すいろ

は、さっきのよりも幅
はば

が広
ひろ

く、残念
ざんねん

なことに僕
ぼく

は踏
ふ

み切
き

りで失敗
しっぱい

した。

右
みぎ

足
あし

が対岸
たいがん

に触
ふ

れたが、身体
からだ

は右
みぎ

足
あし

に続
つづ

くことが出
で

来
き

なかった。 

両手
りょうて

をめちゃくちゃに振
ふ

り回
まわ

しながら僕
ぼく

は足
あし

をつき、ひざのところまで水
みず

の中
なか

に沈
しず

んだ。脚
あし

はなおも柔
やわ

らかい泥
どろ

にずぶずぶと埋
う

まり、底
そこ

にはザリガニや気
き

持
も

ち

悪
わる

いゴキブリが住
す

んでいそうだった。バランスを奪
うば

われて、僕
ぼく

はぐるぐると動
うご

き

回
まわ

り、上半身
じょうはんしん

のバランスを元
もと

に戻
もど

そうと格闘
かくとう

したが、叶
かな

わなかった。そして泥
どろ

が舞
ま

い上
あ

がって茶色
ちゃいろ

く濁
にご

った水
みず

に、ついに顔
かお

から突
つ

っ込
こ

んでしまった。 

びしょ濡
ぬ

れになって、吐
は

き気
け

も催
もよお

しながら、僕
ぼく

はなんとか陸地
りくち

へと這
は

い上
あ

がっ

た。レースを続
つづ

けるためには、少
すこ

しの時間
じかん

も無駄
む だ

には出来
で き

なかった。 

さぞかし気
き

持
も

ち悪
わる

い見
み

た目
め

だったことだろう！頭
あたま

のてっぺんから足
あし

先
さき

まで、ど

Alexander Riehr
はし: Brücke (w)
など: nicht mal, sogar für... nicht
さがす: nach etw. suchen (w)
ぬらす: nass machen, nässen
あし: Fuß, Füße (w)

Alexander Riehr
すいろ: Flusslauf, hier: Bach
わたる: überqueren (w)
わたりきる: komplett überqueren
ゆうき: Mut, Tapferkeit (w)
ふるいたつ: aufmuntern 
ダッシュする: "to dash", rasen
はんどう: Rückstoß

Alexander Riehr
さいしょ: die/der/das Erste (w)
むかう: sich auf etwas zubewegen (w)
ジャンプする: "to jump", springen (w)
せいこう: Erfolg (w)

Alexander Riehr
ほっとする: erleichtert sein (w)
とびこえる: über etwas springen
ねころぶ: liegen
ぼうそうする: wild rennen, ungestüm rennen

Alexander Riehr
ランナー: "runner", der Renner, der Rennende
しせん: Blick, Blickrichtung
なにごと: hier: Aufruhr
ふりかえる: sich nach... umschauen
さす: (hier) durchbohren, stechen
さける: ausweichen, vermeiden (w)

Alexander Riehr
しょうがいぶつ: Hindernis 
そなえる; sich vorbereiten
しゅうちゅう: Konzentration (w)

Alexander Riehr
はば: die Breite (w)
ざんねん: bedauerlicherweise (w)
ふみきる: abheben
しっぱいする: versagen, scheitern (w)

Alexander Riehr
たいがん: das gegenüberliegende Ufer
ふれる: berühren (w)


Alexander Riehr
りょうて: beide Hände (w)
めちゃくちゃ: unsinnig, sinnlos
ふりまわす: schwingen, wedeln
ひざ: das Knie, die Knie (w)

Alexander Riehr
しずむ: sinken, einsinken (w)
なお: und weiter
やわらかい: weich (w)
どろ: Schlamm, Dreck (w)
ずぶずぶ: tief eingetaucht (in Schlamm oder Wasser)
うまる: bedeckt sein, umgeben sein von
ザリガニ: Krebstiere
きもちわるい: eklig, Ekel erregend (w)

Alexander Riehr
ゴキブリ: Schabe
...そう: äußert Erwartung, Vermutung (w)
バランス: "balance", Balance
うばう: etwas stehlen, rauben
ぐるぐると: sich drehend

Alexander Riehr
うごくまわる: herum bewegen
じょうはんしん: der Oberkörper
もと: Quelle, Ursprung
もどす: wiederherstellen, (zurückgeben) (w)
かなう: hier: mit Erfolg

Alexander Riehr
まいあがる: hier: aufwirbeln
にごった: schlammig, trüb
つっこむ: hier: hineinstürzen
ついに: schließlich (w)

Alexander Riehr
びしょねれ: triefend nass
"はきけをもよおす": so übel werden, dass man sich fast übergeben muss
なんとか: irgendwie (w) ("er hat es irgendwie geschafft")
りくち: fester Boden, fester Grund
へと: ähnlich wie へ, deutet aber auf Anstrengung hin (Nuance)
はいあがる: hochkriechen, hier: herauskriechen

Alexander Riehr
すこし: wenig (w)
むだにする: verschwenden


Alexander Riehr
さぞかし: Ich kann mir vorstellen, es muss...sein
みため: das Aussehen (w)
てっぺん: ganz oben, Spitze, Gipfel



ろどろしたものがべっとり貼
は

り付
つ

いていて、まるでどっかの原住民
げんじゅうみん

が、戦
たたか

い

に行
い

く前
まえ

に化粧
けしょう

をしたかのようだった。 

こうして僕
ぼく

は、確実
かくじつ

に何
なに

人
ひと

かの子
こ

どもたちを恐怖
きょうふ

のどん底
ぞこ

に 陥
おとしい

れたのだった。

もし新聞
しんぶん

の一面
いちめん

を飾
かざ

ったとしても、驚
おどろ

きではなかった。 

さらにあと二
ふた

つ、水路
すいろ

を飛
と

び越
こ

えなければならなかったが、どちらも躊躇
ちゅうちょ

せず

に泥
どろ

沼
ぬま

の中
なか

に突
つ

っ込
こ

んで行
い

った。これ以上
いじょう

汚
きたな

くなりようがなかったのだ。 

この最悪
さいあく

な出来事
で き ご と

のおかげで、僕
ぼく

は冒険家
ぼうけんか

のような勇
ゆう

気
き

を授
さず

かり、問題
もんだい

なく残
のこ

り

の障害物
しょうがいぶつ

も乗
の

り越
こ

えていった。 

公園
こうえん

に植
う

えられた桜
さくら

の木々
き ぎ

のざわめきを抜
ぬ

けると、ぱっと視界
しかい

が開
ひら

け、人
ひと

々
びと

で

ごった返
がえ

す歩行者天国
ほこうしゃてんごく

が見
み

えた。 

サラリーマンが急
いそ

ぎ足
あし

で、広
こう

告
こく

が溢
あふ

れる道
みち

を通
とお

り抜
ぬ

け、人
ひと

々
びと

は携帯電話
けいたいでんわ

を片手
かた て

に

お店
みせ

に群
むら

がり、薄給
はっきゅう

で 働
はたら

かされているであろう可愛
かわい

い女子大生達
じょしだいせいたち

が、なんか

のイベントのチラシを配
くば

っていた。 

この人混
ひとご

みの中
なか

をこの格好
かっこう

で走
はし

る以上
いじょう

に、恥
は

ずかしいことなどあるだろうか？

それにこの人
ひと

出
で

じゃ、ゆっくり歩
ある

くことだって十分
じゅうぶん

難
むずか

しいというのに…ラン

ナーにとっては、考
かんが

えうる限
かぎ

りの難所
なんしょ

だった。 

Alexander Riehr
どろどろ: schlammig
べっとり: klebrig
げんじゅうみん: ein Wilder, ein Ureingeborener
どっか: irgendwo (w), (umgangssprachlich für どこか)
たたかう: kämpfen (w)

Alexander Riehr
けしょう: Make-Up, hier: Gesichtsbemahlung (w)

Alexander Riehr
かくじつに: wahrscheinlich (w)
きょうふ: Schrecken
どんぞこ: ganz ganz unten
おとしいれる: jemanden in eine Krise stürzen, in eine negative Situation bringen
きょうふのどんぞこにおとしいれる: (Redewendung) jemanden den Schrecken seines Lebens bescheren


Alexander Riehr
しんぶん: Zeitung (w)
いちめん: Titelseite
かざる: normalerweise: dekorieren, verzieren (w); im Zusammenhang mit Zeitung:
auf der Titelseite erscheinen
おどろく: überrascht sein, erstaunt sein (w)

Alexander Riehr
さらに: darüber hinaus, außerdem
ならない: formelle Variante von "いけない"
とびこえる: über etwas springen
ちゅうちょ: Das Zögern
せず: "ず" Form of "する". Ohne ... zu tun

Alexander Riehr
どろぬま: Morast, Sumpf
...しようがない: es ist unmöglich, dass...
いじょう: mehr als (eigentlich: nicht weniger als) (w)
きたない: schmutzig (w)

Alexander Riehr
できごと: Vorfall, Ereignis (w)
さいあく: Das Schlechteste, das Schlimmste
ぼうけん: das Abenteuer (w)
ぼうけんか: der Abenteurer
ゆうき: der Mut (w)
さずかる: etw. verliehen bekommen
のこる: übrig bleiben, zurückbleiben (w)

Alexander Riehr
のりこえる: etw. überwinden

Alexander Riehr
こうえん: Park (w)
うえる: etw. pflanzen (w)
さくら: Kirschbaum (w)
さわめき: Gemurmel
きぎのさわめき: Geräusch der Blätter von den Bäumen
ぬける: durch gehen
しかい: Sichtfeld
ひらく: öffnen (w)

Alexander Riehr
ごったかえす: vollgestopft mit Leuten, chaotisch
ほうこしゅてんごく: Fußgängerzone (w)

Alexander Riehr
さらりマーン: "salary man", Geschäftsmann (w)
いそぎあし: eilig (vgl: いそぐ (w), あし (w))
こうこく: Werbung (w)
あふれる: überlaufen, fluten
けいたいでんわ: Mobiltelefon (w)
かたてに: mit einer Hand

Alexander Riehr
みせ: Laden, Geschäft (w)
むらがる: schwärmen
はっきゅう: schlechtes Gehalt, wenig Bezahlung
じょうしだいせい: Studentin

Alexander Riehr
イベント: "event", Veranstaltung (w)
チラシ: Flyer
くばる: verteilen (w)

Alexander Riehr
ひとごみ: Menschenmenge, Menschenmasse (w)
かっこう: Erscheinung (Form, Gestalt) (w)
いじょう: mehr als (eigentlich: nicht weniger als) (w)
はずかしい: peinlich (w)
など: etwas in der Art

Alexander Riehr
それに: außerdem, davon abgesehen (w)
ひとで: Menschenmenge
だって: sogar (w)
じゅうぶん: genug (w)
むずかしい: schwierig (w)

Alexander Riehr
かんがえうるかぎりの: das denkbar ... (Größte, Schlechteste...etc)
なんしょ: schwieriger,poblematischer Ort



「どうにかしてやろうじゃないか」心
こころ

を決
き

めて、拳
こぶし

を握
にぎ

った。 

僕
ぼく

は全
ぜん

力
りょく

疾
しっ

走
そう

する寸前
すんぜん

だったが、その時
とき

、左手
ひだりて

の公園
こうえん

の出
で

口
ぐち

で、何
なに

もせずボー

っと突
つ

っ立
た

っているライバルの姿
すがた

を見
み

つけた。 

あいつは身
み

をかがめて、靴
くつ

の何
なに

かをいじっているかのようだったが、こちらか

らは一体
いったい

何
なに

をしているのか、はっきりとは分
わ

からなかった。 

あいつ、脚
あし

どうかしたのか？転
こ

けて怪我
け が

でもしたとか？ 

「ズルい勝
か

ち方
かた

はしたくないもんな」僕
ぼく

は独
ひと

り言
ごと

を呟
つぶや

くと、走
はし

り続
つづ

けて悲鳴
ひめい

を

あげる身体
からだ

を少
すこ

し休
やす

めるためにも、あいつを助
たす

けてやろうと決
き

めた。 

Alexander Riehr
どうにかする: es irgendwie schaffen (w)
こころ: das Herz (w)
きめる: entscheiden (w)
こぶし: Faust
にぎる: (fassen, umklammern), hier: ballen (w)

Alexander Riehr
ぜんりょく: mit ganzer Kraft (w)
しっそうする: sprinten
すんぜん: kurz davor
せず: "ず" Form von "する", "ohne... zu tun"

Alexander Riehr
ぼーっと: ohne etwas zu tun
つったつ: herumstehen
すがた: Gestalt, Erscheinung, (Form) (w)
みつける: entdecken, finden (w)

Alexander Riehr
み: Körper, sich (selbst)
かがめる: bücken, beugen, krümmen
くつ: Schuh (w)
いじる: sich an etw. zu schaffen machen, nach etw. tasten, herumfriemeln

Alexander Riehr
はっきり: genau, im Detail (w)

Alexander Riehr
どうかする: etw. stimmt nicht mit, etwas liegt im Argen
こける: fallen, stürzen, stolpern (w)
けが: Verletzung (w)


Alexander Riehr
するい: unehrenhaft, heimtückisch
かつ: gewinnen (w)
もん: betont das Gesagte
かた: auch: die Art etw. zu tun (w)
ひとりごと: Selbstgespräch
つぶやく: murmeln
ひめいをあげる: schreien, klagen

Alexander Riehr
からだ: Körper (w)
やすむ: rasten, ruhen (w)
たすける: helfen, retten (w)
きめる: entscheiden, entschließen (w)


